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昨年11月 に発足した「メディアの男性像」プロ

ジェクトは、毎月第2土曜日を定例会にして、午

後 6時からメンズセンターに集まり、意見を交換

しあっている。

一口にメディアといっても、ずいぶん多岐にわ

たるので、資料を持ち寄って全員で検討しやすい

活字メディア、特に新間に絞ろうということで初

年度の活動をスタートさせた。

そして、参加者間の共通認識を深めていくこと

もかねて、各人がそれぞれ目に留まった新聞記事

などを持ち寄り、それについて全員で自由に話し

合うというスタイルをとっている。

新聞広告の中の父親像

(「父の日広告」を中心に)

さて、去る6月 16日 は「父の日」であった。こ

の「父の日」がどういう謂われに基づくものかは

知らないが、「母の日」に比べて、まだまだ世間

の認知度は低いように思われる。

それはともかく、この「父の日Jを前にして新

間にも、この日に関連した広告がいくつか掲載さ

れたので、これらの新聞広告の中で父親がどのよ

うに描かれているかについて報告してみたい。

私が購読している朝日新聞紙上で今回キャッチ

した「父の日広告」は次の5つである。

①「お父さんが好きですか」大丸 6.6朝刊

②「息子よ、正面を向いて話そう」レミーマルタ

ン 6.6夕刊

③「おなじ夢を抱けたら」そごう 6.7夕刊

④「お父さんなんか大キライ。とか言ってゴメン

ねお父さんJ高島屋 6.7夕刊

⑤「お父さんのスポーツカジェアル」阪急 6.13

夕刊 (※引用な
げ
し)

それと、ストレートな「父の日広告」ではない

が、内容が関連するものとして、

⑥「自由設計で、父の夢が建ちました」東海銀行

6.H

が あ ・っ ナこ。

この6つの広告を、父親が家族の誰とセットに

なって描かれているかによって、次の3つのグル

ープに分けることができる。

(1)父・家族全員パターン (① )

12)父・息子パターン (②、③)

は)父 0娘パターン (④、⑤、⑥)

この3つのパターンによって、父親の描かれ方

①大丸・もとまち 朝日新聞 96.6.6
大丸の広告には家族の姿は描かれていないが、

父親は腕組みをして、どっしりと構えている。

そして、文章の中には、「すごく近くにいるの

に、話をすることが少なくて、意外と知らないお

父さんのこと。ても、お父さんが家族のためにか

んばっていることは、ちゃんと知っていますよね。

いつもは忙しいお父さんだけど、たまにはゆっく

り話をしませんか」とか、「ゴルフ好きのお父さ

ん」、「お酒好の好きなお父さんへ」などの文字

がある。

次の「父・息子パターン」もまた、広告表現ら

中では定番である。「父親のあとは息子が継ぐ」

「男同士にしか分かり合えないものがある」とい

う、いわば歌謡曲・演歌の世界のゴールデンルー

ルが広告の世界でも安易に踏襲されている。
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は微妙に異なる。

最初の「父・家族全員パターン」は、従来から

一番多く描かれてきたもので、「一家の大黒柱と

しての父親」「家族全員に頼られる父親」という

ものである。
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π ③そごう 朝日96.6.7夕 刊



そごうの広告のタイトルは「おなじ夢を抱けた
ら」であるが、写真には父親と男の子しかいなく
て、文章にも「どこまでも果てしなく大きく広が
りゆく子供たちの夢。とくに男の子の場合は『父
親の背中を見て育つ』といゎれるように、父親の
生き方そのものを見て、自分自身のめざす道を見
つけ、夢を抱き、追いもとめるものなのかもしれ
ません。その無限の可能性を秘めた息子の夢をや
さしく大きく包み込み、いっもあたたかく見守り
ながらささやかな夢を託すのが父親」云々。
つまり、「子供たち」の中から娘は最初から排
除されていて、「同じ夢を抱き、追い求める」の
は男たちだけに許された特権、というゎけである。

お
父
さ
ん

な
ん
か
大
キ
ラ
イ
。

と
か
言
コ
ヽ
ゴ
メ
ン
ね

お
父
さ
ん
。

お
父
さ
ん
と
伸
‘
ル
揚
著
ン

ツヽ

８
６
０
２
■

●
う
な
い
気
，
ニ
ム
て
り
ま
し
ミ

一」〓

〆
Ｌ

一　

」

贔
・
・
||

量長裂

層
|

②レミーマルタン (部分)朝日 96.6.6夕 刊
レミーマルタン (レ ミー・ジャポン榊)の広告
のタイトルは、「息子よ、正面を向いて話そうJ。
「とりあえず父の日、私が好きなレミーマルタン

を用意して、君を待っています」というのこの広
告でも、娘は最初なら置き去りにされている。
文章の中には「今年、大きな夢を抱いて就職し
た君が、仕事や人間関係の場で、大切な岐路に立
っているのが、私を見る日でわかります」などと
ある。「夢」や「仕事」のことを話すのは男同志
の専売特許とでもいうのだろうか。
では、「父・娘パターン」だとどうなるかとい
うと、そこで語られるのは「愛」や「思いやり」
ばかりである。

阪急の広告では、20代の女性の顔写真とともに
「Dear my papaお父さんへ 愛情表現がちょっ
とヘタで、ぶっきらぼうな言葉ばかりがポンポン

飛び出すけれど、その奥にある、いっ・ぱいの愛は、
ちゃんと分かっています」といぅ言葉がある。

阪急が大甘のストレート球だとしたら、高島屋
の広告はちょっときつめの変化球である。でも、

④高島屋 (部分)朝 日 96.6.7夕刊
らの方がいかにも当世風であり、文章の中に
「お父さんと仲よしになるシャッJなんてあっ
父親の娘に対する切ない気持ち (疑似恋愛感
が折り込まれていて、かなリキケンでもある。
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⑥東海銀行 (部分) 朝日 96.6.H
“おまけ"の東海銀行の広告に至っては、父・娘
がまるで夫婦のように、にこやかに並んで写真に

収まっている。父が娘に抱く疑似恋愛感情も、こ
こまでおおっぴらに描かれるようになったかと感

慨深いものがあるが、それはともかく「家を建て

るJこ とはやはり「父の仕事Jであるらしい。
これらの広告全体から言えることは、父親は無
口で、黙々と家族のためにがんばって、忙しく働
いて、家を建て、そして娘に愛されて……。
いくら「父の日」とはいえ、妻の姿がまったく

見えないのが、いかにも日本の夫婦の現状を浮き

彫りにしているようにも思える。
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